
JP 4602822 B2 2010.12.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内導入装置から無線送信される少なくとも映像信号を含む被検体内情報を受信し
て、表示部に表示する受信装置を有する被検体内情報取得システムにおいて、
　前記受信装置の制御を行う制御装置と、
　前記受信装置と前記制御装置を通信可能にする通信手段と、
　を備え、
　前記制御装置は、
　前記通信手段を介して、前記受信装置を制御することを特徴とする被検体内情報取得シ
ステム。
【請求項２】
　前記受信装置は、
　前記制御装置に対して電力を供給する給電手段を、
　備え、前記制御装置は、前記給電手段から供給された電力によって起動することを特徴
とする請求項１に記載の被検体内情報取得システム。
【請求項３】
　前記制御装置は、
　前記受信装置の起動を指示する指示手段と、
　前記指示手段の指示に基づいて、前記受信装置の起動を制御する起動制御手段と、
　を備え、前記受信装置は、
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　前記起動制御手段の制御によって、前記受信装置を起動させる起動手段を、
　備えることを特徴とする請求項１または２に記載の被検体内情報取得システム。
【請求項４】
　前記制御装置は、
　前記通信手段による前記受信装置との接続を検知する検知手段と、
　前記検知手段の検知結果に基づいて、前記受信装置の起動を制御する起動制御手段と、
　を備え、前記受信装置は、
　前記起動制御手段の制御によって、前記受信装置を起動させる起動手段を、
　備えることを特徴とする請求項１または２に記載の被検体内情報取得システム。
【請求項５】
　前記制御装置は、
　前記表示部の画面切り替えの操作を指示する画面操作手段と、
　前記画面操作手段の指示に基づいて、前記表示部の画面切り替えを行う表示切替制御手
段と、
　をさらに備え、
　前記受信装置は、
　前記表示切替制御手段の切り替え制御によって、前記表示部に表示する情報を切り替え
る表示切替手段を、
　さらに備えることを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の被検体内情報取得
システム。
【請求項６】
　前記制御装置は、
　前記受信装置の動作モードの切り替えの操作を指示するモード操作手段と、
　前記モード操作手段の指示に基づいて、前記受信装置の動作モードの切り替えを行うモ
ード切替制御手段と、
　をさらに備え、前記受信装置は、
　前記モード切替制御手段の切り替え制御によって、前記動作モードを切り替えるモード
切替手段を、
　さらに備えることを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の被検体内情報取得
システム。
【請求項７】
　前記受信装置は、少なくとも前記被検体内情報を前記通信手段を介して、前記制御装置
に出力し、
　前記制御装置は、表示部を有するビュワーからなり、前記受信装置から送信される前記
被検体内情報を、少なくとも前記表示部に表示することを特徴とする請求項１～６のいず
れか一つに記載の被検体内情報取得システム。
【請求項８】
　前記制御装置の表示部に表示される情報は、前記映像信号、前記被検体内導入装置に関
する情報、前記受信装置に関する情報、前記位置情報、前記被検体の検査に関する情報か
らなり、
　前記制御装置の表示切替制御手段は、
　前記表示部の表示を、前記情報のうちの少なくとも１つの情報の表示に切り替え制御す
ることを特徴とする請求項５～７のいずれか一つに記載の被検体内情報取得システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内に導入された被検体内導入装置、たとえば飲み込み型のカプセル型
内視鏡から無線送信される映像信号を受信および表示する被検体内情報取得システムに関
するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、内視鏡の分野では、撮像機能と無線通信機能とが装備されたカプセル型内視鏡が
登場している。このカプセル型内視鏡は、観察（検査）のために被検体である被検者の口
から飲み込まれた後、被検者の生体から自然排出されるまでの観察期間、たとえば胃、小
腸などの臓器の内部（体腔内）をその蠕動運動に伴って移動し、撮像機能を用いて順次撮
像する構成を有する。
【０００３】
　また、これら臓器内を移動するこの観察期間、カプセル型内視鏡によって体腔内で撮像
された画像データは、順次無線通信などの無線通信機能により、被検体の外部に送信され
、外部の受信装置内に設けられたメモリに蓄積される。被検者がこの無線通信機能とメモ
リ機能を備えた受信装置を携帯することにより、被検者は、カプセル型内視鏡を飲み込ん
だ後、排出されるまでの観察期間であっても、不自由を被ることなく自由に行動が可能に
なる。観察後は、医者もしくは看護士によって、受信装置のメモリに蓄積された画像デー
タに基づいて、体腔内の画像をディスプレイなどの表示手段に表示させて診断を行うこと
ができる。
【０００４】
　一般に、受信装置は、カプセル型内視鏡から送信される映像信号を受信するための複数
のアンテナを被検体外部に分散配置し、映像信号の受信誤りが少ない１つのアンテナを選
択切り替えして受信するようにしている。なお、特許文献１には、被検体外部に配置され
た複数のアンテナの受信切り替えを行い、各アンテナが受信する電界強度に基づいて、映
像信号の発信源である被検体内のカプセル型内視鏡の位置を探知する受信機が記載されて
いる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、この受信装置は、装置自体に電源スイッチやディスプレイ画面切り替え
用の切替スイッチなどの操作部を備えており、この受信装置を携帯する被検者が、これら
スイッチを勝手に操作することができてしまい、たとえば電源スイッチをオフにした場合
には、カプセル型内視鏡からの被検体内情報の受信ができなくなったり、また切替スイッ
チを操作した場合には、被検者に余計な情報を提供するという問題があった。また、これ
らの操作部が設けられることで受信装置の小型化が図られず、被検者がこの受信装置を携
帯することになると、被検者に大きな負担をかけるという問題もあった。
【０００７】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであって、受信装置の小型を図るとともに、
被検者による受信装置の操作を防止することができる被検体内情報取得システムを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる被検体内情報取得シス
テムは、被検体内導入装置から無線送信される少なくとも映像信号を含む被検体内情報を
受信して、表示部に表示する受信装置を有する被検体内情報取得システムにおいて、前記
受信装置の制御を行う制御装置と、前記受信装置と前記制御装置を通信可能にする通信手
段と、を備え、前記制御装置は、前記通信手段を介して、前記受信装置の起動を制御する
ことを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項２の発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記発明において、前記
受信装置は、前記制御装置に対して電力を供給する給電手段を備え、前記制御装置は、前
記給電手段から供給された電力によって起動することを特徴とする。



(4) JP 4602822 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

【００１０】
　また、請求項３の発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記発明において、前記
制御装置は、前記受信装置の起動を指示する指示手段と、前記指示手段の指示に基づいて
、前記受信装置の起動を制御する起動制御手段と、を備え、前記受信装置は、前記起動制
御手段の制御によって、前記受信装置を起動させる起動手段を、備えることを特徴とする
。
【００１１】
　また、請求項４の発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記発明において、前記
制御装置は、前記通信手段による前記受信装置との接続を検知する検知手段と、前記検知
手段の検知結果に基づいて、前記受信装置の起動を制御する起動制御手段と、を備え、前
記受信装置は、前記起動制御手段の制御によって、前記受信装置を起動させる起動手段を
、備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項５の発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記発明において、前記
制御装置は、前記表示部の画面切り替えの操作を指示する画面操作手段と、前記画面操作
手段の指示に基づいて、前記表示部の画面切り替えを行う表示切替制御手段と、をさらに
備え、前記受信装置は、前記表示切替制御手段の切り替え制御によって、前記表示部に表
示する情報を切り替える表示切替手段を、さらに備えることを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項６の発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記発明において、前記
制御装置は、前記受信装置の動作モードの切り替えの操作を指示するモード操作手段と、
前記モード操作手段の指示に基づいて、前記受信装置の動作モードの切り替えを行うモー
ド切替制御手段と、をさらに備え、前記受信装置は、前記モード切替制御手段の切り替え
制御によって、前記動作モードを切り替えるモード切替手段を、さらに備えることを特徴
とする。
【００１４】
　また、請求項７の発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記発明において、前記
受信装置は、少なくとも前記被検体内情報を前記通信手段を介して、前記制御装置に出力
し、前記制御装置は、表示部を有するビュワーからなり、前記受信装置から送信される前
記被検体内情報を、少なくとも前記表示部に表示することを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項８の発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記発明において、前記
制御装置の表示部に表示される情報は、前記映像信号、前記被検体内導入装置に関する情
報、前記受信装置に関する情報、前記位置情報、前記被検体の検査に関する情報からなり
、前記制御装置の表示切替制御手段は、前記表示部の表示を、前記情報のうちの少なくと
も１つの情報の表示に切り替え制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明にかかる被検体内情報取得システムは、受信装置と制御装置を通信手段を介して
接続し、制御装置から受信装置の起動制御をこの通信手段を介して行うようにすることで
、受信装置の電源スイッチや切替スイッチなどの操作部を省くことが可能となるので、受
信装置の小型を図るとともに、被検者による受信装置の操作を防止することができるとい
う効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に、本発明にかかる被検体内情報取得システムの実施の形態を図１～図１０の図面
に基づいて詳細に説明する。なお、本発明は、これらの実施の形態に限定されるものでは
なく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更実施の形態が可能である。
【００１８】
（実施の形態１）
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　図１は、本発明にかかる被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図である。図
１において、無線型被検体内情報取得システムは、無線受信機能を有する受信装置２と、
被検体１内に導入され、体腔内画像を撮像して受信装置２に対して映像信号などのデータ
送信を行うカプセル型内視鏡（被検体内導入装置）３とを備える。また、無線型被検体内
情報取得システムは、受信装置２が受信した映像信号に基づいて体腔内画像を表示するビ
ュワー４と、受信装置２とビュワー４との間でデータの受け渡しを行うための通信手段と
しての通信ケーブル５とを備える。受信装置２は、被検体１によって着用される受信ジャ
ケット２ａと、受信される無線信号の処理などを行う外部装置２ｂとを備える。
【００１９】
　次に、図２の模式図および図３のブロック図を用いて受信装置の構成について説明する
。受信装置２は、カプセル型内視鏡３から無線送信された体腔内の画像データを受信する
機能を有する。図２および図３に示すように、受信装置２は、被検体１によって着用可能
な形状を有し、受信用アンテナＡ１～Ａｎを備えた受信ジャケット２ａと、受信ジャケッ
ト２ａを介して受信された無線信号の処理などを行う外部装置２ｂとを備える。なお、各
受信用アンテナＡ１～Ａｎは、直接被検体（人体）１の外表面に貼付して、受信ジャケッ
ト２ａに備え付けられなくてもよく、また受信ジャケット２ａに着脱可能なものでもよい
。
【００２０】
　外部装置２ｂは、、後述する記憶部１３に記憶された画像データを、この接続された通
信ケーブル５を介してビュワー４へ送信している。また、この外表面の前面には、表示部
としての液晶ディスプレイからなるＬＣＤ１４が設けられ、ＬＣＤ１４は、たとえば検査
ＩＤなどの表示を行っている。さらに、この外表面の上面には、受信用アンテナＡ１～Ａ
ｎを接続するための接続部ＣＯＮが設けられている。なお、これら受信用アンテナＡ１～
Ａｎは、上記接続部ＣＯＮに接続するコネクタＣＯＮ１～ＣＯＮｎを有する。
【００２１】
　外部装置２ｂは、カプセル型内視鏡３から送信された無線信号の処理を行う機能を有す
る。すなわち、外部装置２ｂは、図３に示すように、各受信用アンテナＡ１～Ａｎの接続
切り替えを行う切替スイッチＳＷと、この切替スイッチＳＷの後段に接続され、切替スイ
ッチＳＷによって切り替え接続された受信用アンテナＡ１～Ａｎからの無線信号を増幅し
、復調する受信回路１１とを有し、さらに受信回路１１の後段には、信号処理回路１２と
、サンプルホールド回路１５とが接続される。サンプルホールド回路１５の後段には、さ
らにＡ／Ｄ変換部１６が接続される。
【００２２】
　制御部Ｃは、受信用アンテナの選択制御機能を有する選択制御部Ｃ１を有し、信号処理
回路１２、Ａ／Ｄ変換部１６、画像データを記憶するハードディスクなどからなる記憶部
１３、表示部１４、入出力インターフェース部１８、起動手段としてのコマンド検出回路
１９および切替制御部ＳＣを接続する。切替制御部ＳＣは、強度受信アンテナ番号Ｎ１お
よび映像受信アンテナ番号Ｎ２を有し、これらの番号情報をもとに、切替スイッチＳＷの
切替指示を行うとともに、サンプルホールド回路１５、Ａ／Ｄ変換部１６および選択制御
部Ｃ１の処理タイミングを指示する。入出力インターフェース部１８は、図示しない接続
部を介して通信ケーブル５と接続されて、ビュワー４からのコマンドの入力および制御部
Ｃからの画像データの出力などを行っている。
【００２３】
　コマンド検出回路１９は、入出力インターフェース部１８から入力するコマンドを検出
し、このコマンドに基づいて、外部装置２ｂ内の各内部機器、たとえば受信回路１１、信
号処理回路１２、制御部Ｃおよび切替制御部ＳＣに電力供給部１７からの電力を供給して
、外部装置２ｂの各内部機器を起動させるとともに、このコマンドを該当する内部機器に
出力して、このコマンドに基づいて、各内部機器に所定の機能を実行させる。
【００２４】
　また、コマンド検出回路１９は、モード切替手段としての機能を有し、受信装置２の動



(6) JP 4602822 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

作モードの切替を行う。たとえば、コマンド検出回路１９は、受信フレームレートの変更
などに対して、受信回路１１、信号処理回路１２、制御部Ｃおよび切替制御部ＳＣに、こ
の受信フレームレートの情報を出力して、動作タイミングを変更させたり、画像の特徴抽
出の変更などに対して、信号処理回路１２にその変更情報を出力して、画像の特徴抽出の
切り替えを行う。
【００２５】
　制御部Ｃは、図示しない内部メモリを有し、この入出力インターフェース部１８を介し
て通信ケーブル５から入力する検査ＩＤなどの被検者を識別する識別情報をこの内部メモ
リに登録する。この制御部Ｃは、表示切替手段としての機能を有し、この識別情報の少な
くとも一部、たとえば検査ＩＤ、信号処理回路１２からの映像データおよび切替制御部Ｓ
Ｃからの情報を切り替えて表示部１４に表示させる。
【００２６】
　また、制御部Ｃは、信号を重畳させる重畳機能を有し、信号処理回路１２で信号処理さ
れた映像信号に、切替制御部ＳＣからの情報を重畳させ、接続された入出力インターフェ
ース部１８に出力している。なお、この制御部Ｃは、映像信号に検査ＩＤなどの識別情報
などを重畳させて入出力インターフェース部１８に出力することも可能である。
【００２７】
　外部装置２ｂの切替スイッチＳＷは、切替制御部ＳＣからの切替指示に基づき、受信用
アンテナＡ１～Ａｎからの無線信号を受信回路１１に出力する。ここで、切替スイッチＳ
Ｗは、受信用アンテナＡ１～Ａｎの配置位置にそれぞれ対応して各受信用アンテナＡ１～
Ａｎを接続するアンテナ切替手段としての接続部ＣＯＮを有する。
【００２８】
　さて、図３において、受信回路１１は、上述したように、無線信号を増幅し、復調した
映像信号Ｓ１を信号処理回路１２に出力するとともに、増幅した無線信号の受信電界強度
である受信強度信号Ｓ２をサンプルホールド回路１５に出力する。信号処理回路１２によ
って処理された映像データは、制御部Ｃによって記憶部１３に記憶されるとともに、表示
部１４によって表示出力される。サンプルホールド回路１５によってサンプルホールドさ
れた信号は、Ａ／Ｄ変換部１６によってデジタル信号に変換され、制御部Ｃに取り込まれ
、最も大きい受信電界強度を受信した受信用アンテナを映像信号期間の受信用アンテナと
して選択するとともに、この選択された受信用アンテナ以外の受信用アンテナを順次、強
度受信期間の受信用アンテナとして選択し、それぞれの受信用アンテナ番号を、映像受信
アンテナ番号Ｎ２、強度受信アンテナ番号Ｎ１とする信号Ｓ４として切替制御部ＳＣに出
力する。ここで、選択制御部Ｃ１が切替対象の受信用アンテナとして設定するのは、信号
Ｓ６をもとに現に接続された受信用アンテナＡ１～Ａｎのみを対象とする。
【００２９】
　また、制御部Ｃは、強度受信期間の受信電界強度および映像受信期間の受信電界強度を
、そのとき選択された受信用アンテナと対応付けて映像データとともに記憶部１３に記憶
する。この記憶された各受信用アンテナの受信電界強度は、映像データが受信されたとき
の体腔内のカプセル型内視鏡３の位置を算出するための情報となる。さらに、制御部Ｃは
、重畳手段の機能によって、強度受信期間の受信電界強度と、その受信電界強度に対応す
る受信用アンテナ番号を映像データに重畳して、入出力インターフェース部１８を介して
通信ケーブル５に送信する。
【００３０】
　切替制御部ＳＣは、選択制御部Ｃ１に指示された強度受信アンテナ番号Ｎ１と映像受信
アンテナ番号Ｎ２とを保持し、強度受信期間には強度受信アンテナ番号Ｎ１に対応する受
信用アンテナＡ１～Ａｎを選択接続するように切替スイッチＳＷに指示し、映像受信期間
には映像受信アンテナ番号Ｎ２に対応する受信用アンテナＡ１～Ａｎを選択接続するよう
に、切替スイッチＳＷに指示する信号Ｓ５を切替スイッチＳＷに出力するとともに、サン
プルホールド回路１５によるサンプルホールドタイミングを指示する信号Ｓ３ａ、Ａ／Ｄ
変換部１６によるＡ／Ｄ変換タイミングを指示する信号Ｓ３ｂ、選択制御部Ｃ１による選
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択制御タイミングを指示する信号Ｓ３ｃを出力する。
【００３１】
　ビュワー４は、通信ケーブル５を介して受信装置２と接続され、受信装置２の動作制御
を行う制御装置である。すなわち、ビュワー４は、図２に示すように、外表面にたとえば
表示部としての液晶ディスプレイからなるＬＣＤ４１と、このＬＣＤ４１の表示切り替え
を操作する画面操作手段や受信装置２の動作モード切り替えを操作するモード操作手段と
しての表示切替スイッチ５０ａおよびジョグダイヤル５０ｂからなる操作部５０と、ビュ
ワー用電源スイッチ５１と、指示手段としての受信装置用電源スイッチ５２とを有する。
また、通信ケーブル５は、映像信号を通信するケーブルと、たとえばＵＳＢや２３２Ｃ用
のケーブルなどを有する複合ケーブルからなり、各種データの通信が可能となっている。
【００３２】
　このビュワー４では、操作者によってビュワー用電源スイッチ５１がオンされると、電
力供給部５３から内部機器に電力が供給され、また受信装置用電源スイッチ５２がオンさ
れると、起動制御手段としての制御部４９が受信装置２の起動を制御するための起動コマ
ンドを入出力インターフェース部５４から通信ケーブル５を介して受信装置２に送信する
。受信装置２のコマンド検出回路１９は、入出力インターフェース部１８から入力する起
動コマンドを検出し、この起動コマンドに基づいて、外部装置２ｂ内の各内部機器に電力
供給部１７からの電力を供給する。
【００３３】
　また、制御部４９は、受信装置２のＬＣＤ１４の画面切り替えを制御する表示切替制御
手段および受信装置２の動作モードの切り替えを制御するモード切替制御手段としての機
能を有し、たとえば図５に示すように、ＬＣＤ４１に表示されたコマンドを、表示切替ス
イッチ５０ａやジョグダイヤル５０ｂでカーソル４１ａを移動させて、画面切り替えまた
は動作モード切り替えを選択することによって、各コマンドを入出力インターフェース部
５４から通信ケーブル５を介して受信装置２に送信する。たとえば、この実施の形態では
、図５に示したコマンドａがＬＣＤ１４の画面切り替えを指示するコマンドで、コマンド
ｂが動作モード切り替えを指示するコマンドであるとする。このＬＣＤ４１に表示される
コマンドは、階層構造に形成されており、ａ，ｂいずれかのコマンドが選択されると、さ
らに下位の詳細なコマンドが表示されるように構成されている。画面切り替えの場合には
、たとえば図６に示すように、Ａの時のＬＣＤ４１の画面には、図５に示した画面表示を
行い、コマンドａが選択されると、次に操作部５０の表示切替指示によりＢの時のＬＣＤ
４１の画面には、画像データの表示なのか、受信電界強度および対応する受信用アンテナ
の情報の表示なのか、識別情報の表示なのかなどを選択できる画面に切り替わり、次にこ
れらのいずれかが操作部５０によって選択されると、さらにＣの時のＬＣＤ４１の画面に
は、下位の詳細な情報の選択が可能な画面に切り替わる。また、コマンドｂの選択による
動作モードの切り替えの場合には、たとえば受信フレームレートの変更なのか、画像の特
徴抽出の変更なのか、などを選択できる画面に切り替わる。
【００３４】
　このように、階層的にそれぞれ選択されたコマンドが、通信ケーブル５を介して受信装
置２のコマンド検出回路１９に入力すると、このコマンド検出回路１９は、各コマンドの
内容の検出を行い、該当する内部機器に動作モード変更の指示を与えることとなる。
【００３５】
　また、ビュワー４は、通信ケーブル５を介して受信装置２から取り込んだ情報の表示お
よび解析を行っている。すなわち、このビュワー４は、図４に示すように、受信装置２か
ら送信された信号を取り込んでシリアル／パラレル変換するシリアル／パラレル変換部（
Ｓ／Ｐ変換部）４２を備え、このシリアル／パラレル変換部４２から出力された映像信号
は、画像処理回路４３に出力される。画像処理回路４３によって処理された映像データは
、切替スイッチ４４を介して、ＬＣＤ４１によって表示出力される。
【００３６】
　シリアル／パラレル変換部４２から出力された強度受信アンテナ番号Ｎ１に対応する受
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信用アンテナＡ１～Ａｎの番号の情報と、この情報に対応する受信強度の情報は、位置情
報検出回路４５に出力される。位置情報検出回路４５は、取り込んだ受信強度の情報に基
づいて、最も大きい受信電界強度を受信した受信用アンテナを受信用アンテナとして選択
し、この選択された受信用アンテナの番号を位置情報として順次、カプセル位置解析部４
６に出力する。
【００３７】
　カプセル位置解析部４６は、この位置情報に基づいて、被検体の体腔内におけるカプセ
ル型内視鏡３の位置を解析して、この解析結果の情報を位置情報の画像化部４７に出力す
る。位置情報の画像化部４７は、被検体内地図を作成し、切替スイッチ４４を介して、こ
の被検体内地図をＬＣＤ４１に表示させるとともに、カプセル位置解析部４６で解析され
たカプセル型内視鏡３の位置を、被検体内地図と合わせて表示させる。この映像データと
被検体内地図の表示切り替えは、表示切替スイッチ５０ａからの指示に基づいて、制御部
４９が切替スイッチ４４を切り替え制御して行う。なお、この実施の形態では、カプセル
型内視鏡の位置表示をビュワー４側で行ったが、たとえば受信装置２の制御部Ｃがカプセ
ルの位置解析機能を有するようにすれば、ビュワー４からのコマンドの指示によって、受
信装置２側でカプセル型内視鏡の位置表示を行うことも可能である。
【００３８】
　また、ＬＣＤ４１に表示させる情報は、映像データやカプセル型内視鏡の位置情報に限
らず、たとえば上述した患者ＩＤ、患者名、年齢などを示す被検者の識別情報や検査ＩＤ
、検査時間などの検査に関する情報やカプセルＩＤ、カプセルの電池残量などのカプセル
型内視鏡に関する情報や受信装置ＩＤ、電力供給部１７の電池残量、無線信号の受信状態
、受信装置の発する警告などの受信装置に関する情報を表示させることも可能である。こ
れらの情報は、映像信号に重畳させて受信装置２からビュワー４に送信しても良いし、ま
たはビュワー４内、たとえば制御部４９の図示しない内部メモリに登録させておき、これ
らの情報を指定することが可能な操作部５０の表示切替指示に基づいて、該当する情報を
少なくとも１つＬＣＤ４１に表示させるように設定することも可能である。
【００３９】
　このように、この実施の形態では、ビュワー４に受信装置２の動作を制御する制御装置
の機能をもたせ、制御部４９から各種コマンドを通信ケーブル５を介して受信装置２に送
信することで、受信装置２の動作制御を行うので、受信装置の電源スイッチや切替スイッ
チなどの操作部を省くことが可能となり、これによって受信装置の部品点数が削減されて
装置の小型化を図ることができるとともに、被検者による受信装置の操作を防止すること
ができる。
【００４０】
（実施の形態２）
　図７は、図１に示したビュワーの実施の形態２にかかる構成を示すブロック図である。
図において、実施の形態１と異なる点は、受信装置用電源スイッチ５２の代わりに、検知
手段としての通信ケーブル接続検知部４８を制御部４９に接続させて、通信ケーブル５が
受信装置２に接続されたことを検知することで、ビュワー４が受信装置２を起動させる点
である。
【００４１】
　この通信ケーブル接続検知部４８は、たとえば図８に示すように、通信ケーブル５の接
続部６０には、定電圧源ＶＤＤと電気的に接続される接点ピン６１と、この接点ピン６１
を付勢させて外部に突出させるスプリング６２を設ける。また、この接続部６０の接点ピ
ン６１に対向する受信装置２のコネクタ２１の所定位置には、突起２２を設け、コネクタ
２１が接続部６０に取り付けられた時に、この突起２２が接点ピン６１に当接して、接点
ピン６１を接続部６０内部に押下する。この押下によって、接点ピン６１と定電圧源ＶＤ
Ｄ側の電路６３および制御部４９側の電路６４とが接触して、検知信号が起動制御手段と
しての制御部４９に出力される。また、コネクタ２１が接続部６０から取り外された時に
は、この突起２２と接点ピン６１の当接が解除され、接点ピン６１がスプリング６２の付
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勢力によって元の位置に戻るので、接点ピン６１と制御部４９側の電路６４とが非接触と
なって、検知信号が制御部４９に出力されなくなる。
【００４２】
　この制御部４９は、通信ケーブル接続検知部４８からの検知信号が入力すると、受信装
置２の起動を制御するための起動コマンドを入出力インターフェース部５４から通信ケー
ブル５を介して受信装置２に送信する。これによって、起動手段としての受信装置２のコ
マンド検出回路１９は、入出力インターフェース部１８から入力する起動コマンドを検出
し、この起動コマンドに基づいて、外部装置２ｂ内の各内部機器に電力供給部１７からの
電力を供給することが可能となる。さらに、制御部４９から各種コマンドを通信ケーブル
５を介して受信装置２に送信して、受信装置２の動作制御を行うことが可能となる。
【００４３】
　このように、この実施の形態では、受信装置用電源スイッチ５２の代わりに、通信ケー
ブル５が受信装置２に接続されたことを通信ケーブル接続検知部４８で検知し、これをト
リガーとして制御部４９が受信装置２の動作制御を行うことができるので、実施の形態１
と同様に、受信装置の電源スイッチや切替スイッチなどの操作部を省くことが可能となり
、これによって受信装置の部品点数が削減されて装置の小型化を図ることができるととも
に、被検者による受信装置の操作を防止することができる。
【００４４】
（実施の形態３）
　次に、実施の形態３において、受信装置２からビュワー４へ電力を供給する場合を説明
する。図９は、図１に示した受信装置の実施の形態３にかかる構成を示すブロック図であ
り、図１０は、同じくビュワーの実施の形態３にかかる構成を示すブロック図である。こ
れら図において、受信装置２は、電力供給部１７と入出力インターフェース部１８を接続
する給電手段としての給電線２０を備えるとともに、通信ケーブル５内にもこの給電線２
０と接続されて、電力供給部１７からビュワー４に電力を供給する給電手段としての図示
しない給電線を備える。
【００４５】
　また、ビュワー４は、入出力インターフェース部５４と制御部４９を接続する給電線６
５を備え、給電線６５は、受信装置２の電力供給部１７から通信ケーブル５を介して出力
された電力を制御部４９に供給している。制御部４９は、この電力供給によって起動する
とともに、この電力を内部機器に供給して各内部機器の起動を行う。このように、ビュワ
ー４は、受信装置２から通信ケーブル５を介した電力が供給される構成を有する。この電
力供給によって制御部４９は起動し、受信装置２の起動を制御するための起動コマンドを
入出力インターフェース部５４から通信ケーブル５を介して受信装置２に送信する。これ
によって、受信装置２のコマンド検出回路１９は、入出力インターフェース部１８から入
力する起動コマンドを検出し、この起動コマンドに基づいて、外部装置２ｂ内の各内部機
器に電力供給部１７からの電力を供給することが可能となる。さらに、制御部４９から各
種コマンドを通信ケーブル５を介して受信装置２に送信して、受信装置２の動作制御を行
うことが可能となる。
【００４６】
　このように、この実施の形態では、給電線を介して受信装置２からビュワー４を起動さ
せるための電力を供給して、起動した制御部４９から各種コマンドを通信ケーブル５を介
して受信装置２に送信することで、受信装置２の動作制御を行うので、実施の形態１と同
様の効果を奏するとともに、ビュワー４に電力供給部である電池が不要となるので、ビュ
ワー４の小型・軽量化を図ることができる。
【００４７】
　なお、ビュワーは、本来無線機能を携帯し、カプセル型内視鏡から映像データを受信す
ることが可能である。そこで、受信装置とビュワーが接続された場合には、受信装置を動
作制御するための制御画面を、ビュワーのＬＣＤに表示し、また受信装置とビュワーが接
続されていない場合には、上記無線機能を用いて受信したカプセル型内視鏡からの映像デ
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ータを、ビュワーのＬＣＤに表示するように構成することも可能である。
【００４８】
　また、受信装置がビュワーと接続された場合にのみ、受信装置のＬＣＤでカプセル型内
視鏡から受信した映像データを表示するように、設定することも可能である。この場合に
は、たとえば受信装置がビュワーから給電線などを介して電力供給を受けるように構成し
て、受信装置の小型・軽量化を図っても良い。
【００４９】
　また、この実施の形態では、ビュワーによって受信装置の動作制御を行ったが、本発明
はこれに限らず、たとえば受信装置とカプセル型内視鏡が双方向で無線通信が可能な場合
には、ビュワーが、受信装置からカプセル型内視鏡に送信するコマンド制御を行うことが
可能であり、さらにはカプセル型内視鏡の外部給電の制御もビュワーが行うように構成し
て、受信装置の小型・軽量化を図っても良い。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明にかかる被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図である。
【図２】図１に示した受信装置とビュワーの外観を示す模式図である。
【図３】同じく、受信装置の構成を示すブロック図である。
【図４】同じく、ビュワーの実施の形態１にかかる構成を示すブロック図である。
【図５】図４に示したＬＣＤの表示画面の一例を示す図である。
【図６】ビュワーの表示部の切り替えを説明するための概略図である。
【図７】図１に示したビュワーの実施の形態２にかかる構成を示すブロック図である。
【図８】通信ケーブル接続検知部の一例を含む接続部の構成を示す構成図である。
【図９】図１に示した受信装置の実施の形態３にかかる構成を示すブロック図である。
【図１０】同じく、ビュワーの実施の形態３にかかる構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　被検体
　２　受信装置
　２ａ　受信ジャケット
　２ｂ　外部装置
　３　カプセル型内視鏡
　４　ビュワー
　５　通信ケーブル
　１１　受信回路
　１２　信号処理回路
　１３　記憶部
　１４　表示部
　１５　サンプルホールド回路
　１６　Ａ／Ｄ変換部
　１７，５３　電力供給部
　１８，５４　入出力インターフェース部
　１９　コマンド検出回路
　２０，６５　給電線
　２１　コネクタ
　２２　突起
　４１　表示部
　４１ａ　カーソル
　４２　Ｓ／Ｐ変換部
　４３　画像処理回路
　４４　切替スイッチ
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　４５　位置情報検出回路
　４６　カプセル位置解析部
　４７　画像化部
　４８　通信ケーブル接続検知部
　４９，Ｃ　制御部
　５０　操作部
　５１　ビュワー用電源スイッチ
　５２　受信装置用電源スイッチ
　６０，ＣＯＮ　接続部
　６１　接点ピン
　６２　スプリング
　６３，６４　電路
　Ａ１～Ａｎ　受信用アンテナ
　Ｃ１　選択制御部
　ＣＯＮ１～ＣＯＮｎ　コネクタ
　ＳＣ　切替制御部
　ＳＷ　切替スイッチ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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